
人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
―
一
四
（
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
五
―
一
四
―
三
六

人
事
院
規
則
一
五
―
一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五
―
一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線

を
付
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付

し
た
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
超
過
勤
務
を
命
ず
る
際
の
考
慮
）

（
超
過
勤
務
を
命
ず
る
際
の
考
慮
）

第
十
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
に
超
過
勤
務
（
勤

第
十
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
十
三
条



務
時
間
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
命
ぜ
ら

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時

れ
て
行
う
勤
務
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
命
ず
る
場

間
に
お
い
て
職
員
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に

合
に
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
害
し
な
い
よ
う
に

は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
害
し
な
い
よ
う
に
考
慮

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
二

各
省
各
庁
の
長
は
、
再
任
用
短
時
間
勤

第
十
六
条
の
二

各
省
各
庁
の
長
は
、
勤
務
時
間
法
第
十

務
職
員
等
に
超
過
勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
再
任
用

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
正
規
の
勤
務
時
間
以
外

短
時
間
勤
務
職
員
等
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務

の
時
間
に
お
い
て
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
勤
務

を
要
す
る
官
職
を
占
め
る
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
よ

す
る
こ
と
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
再
任
用
短
時
間
勤
務

り
短
く
定
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
に
十
分
留
意
し
な
け
れ

職
員
等
の
正
規
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
官

ば
な
ら
な
い
。

職
を
占
め
る
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
よ
り
短
く
定
め

ら
れ
て
い
る
趣
旨
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
及
び
月
数
の
上
限
）

第
十
六
条
の
二
の
二

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
に
超
過

（
新
設
）



勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間

及
び
月
数
の
範
囲
内
で
必
要
最
小
限
の
超
過
勤
務
を
命

ず
る
も
の
と
す
る
。

一

次
号
に
規
定
す
る
部
署
以
外
の
部
署
に
勤
務
す
る

職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
次
に
定
め
る
時
間
及
び
月
数
（
イ
に
あ
っ
て
は
、

時
間
）

イ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

次
の
⑴
及
び

⑵
に
定
め
る
時
間

⑴

一
箇
月
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間

に
つ
い
て
四
十
五
時
間

⑵

一
年
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
に



つ
い
て
三
百
六
十
時
間

ロ

一
年
に
お
い
て
勤
務
す
る
部
署
が
次
号
に
規
定

す
る
部
署
か
ら
こ
の
号
に
規
定
す
る
部
署
と
な
っ

た
職
員

次
の
⑴
及
び
⑵
に
定
め
る
時
間
及
び
月

数⑴

一
年
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
に

つ
い
て
七
百
二
十
時
間

⑵

イ
及
び
次
号
（
ロ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る

時
間
及
び
月
数
並
び
に
職
員
の
健
康
及
び
福
祉

を
考
慮
し
て
、
人
事
院
が
定
め
る
期
間
に
お
い

て
人
事
院
が
定
め
る
時
間
及
び
月
数

二

他
律
的
業
務
（
業
務
量
、
業
務
の
実
施
時
期
そ
の

他
の
業
務
の
遂
行
に
関
す
る
事
項
を
自
ら
決
定
す
る



こ
と
が
困
難
な
業
務
を
い
う
。
）
の
比
重
が
高
い
部

署
と
し
て
各
省
各
庁
の
長
が
指
定
す
る
も
の
に
勤
務

す
る
職
員

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
時
間
及

び
月
数

イ

一
箇
月
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
に

つ
い
て
百
時
間
未
満

ロ

一
年
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
に
つ

い
て
七
百
二
十
時
間

ハ

一
箇
月
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
に
当
該
各
期

間
の
直
前
の
一
箇
月
、
二
箇
月
、
三
箇
月
、
四
箇

月
及
び
五
箇
月
の
期
間
を
加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期

間
に
お
い
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
時
間
の
一
箇
月

当
た
り
の
平
均
時
間
に
つ
い
て
八
十
時
間



ニ

一
年
の
う
ち
一
箇
月
に
お
い
て
四
十
五
時
間
を

超
え
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
月
数
に
つ
い
て
六
箇

月

２

各
省
各
庁
の
長
が
、
特
例
業
務
（
大
規
模
災
害
へ
の

対
処
、
重
要
な
政
策
に
関
す
る
法
律
の
立
案
、
他
国
又

は
国
際
機
関
と
の
重
要
な
交
渉
そ
の
他
の
重
要
な
業
務

で
あ
っ
て
特
に
緊
急
に
処
理
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の

と
各
省
各
庁
の
長
が
認
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
、
前

項
各
号
に
規
定
す
る
時
間
又
は
月
数
を
超
え
て
超
過
勤

務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
同
項
（

当
該
超
え
る
こ
と
と
な
る
時
間
又
は
月
数
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
人
事
院
が
定



め
る
期
間
に
お
い
て
特
例
業
務
に
従
事
し
て
い
た
職
員

に
対
し
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
時
間
又
は
月
数
を
超

え
て
超
過
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
人

事
院
が
定
め
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

３

各
省
各
庁
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
項

各
号
に
規
定
す
る
時
間
又
は
月
数
を
超
え
て
職
員
に
超

過
勤
務
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
当
該
超
え
た
部
分
の
超

過
勤
務
を
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
職

員
の
健
康
の
確
保
に
最
大
限
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に

、
当
該
超
過
勤
務
を
命
じ
た
日
が
属
す
る
当
該
時
間
又

は
月
数
の
算
定
に
係
る
一
年
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
六
箇
月
以
内
に
、
当
該
超
過
勤
務
に
係
る
要
因
の

整
理
、
分
析
及
び
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
に
超
過
勤
務

を
命
ず
る
場
合
に
お
け
る
時
間
及
び
月
数
の
上
限
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
一
五
―
一
四
第
十
六
条
の
二
の
二

第
一
項
第
二
号
（
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
五
箇
月
の
期
間
」
と
あ
る
の
は

、
「
五
箇
月
の
期
間
（
平
成
三
十
一
年
四
月
以
後
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。


